






































可能性を検討した。この検討より，中国砂を細骨材として用いるためには， 0.75 m 以下の微粒
分を多く含む微粉末を添加することがコンクリートの品質改善に有効であることを明らかにした。






























第 7 章「結論J では，第 3 章から第 6 章で得られた結論を総括し，結論とした。
これら一連の研究を通して，低品質を用いたコンクリートの配合設計の考え方，骨材の品質と
コンクリートの物性や品質との関連，コンクリートの物性や品質を改善する手法についても言及
した。これら一連の研究成果は，骨材の低品質化や産業廃棄物由来の毘化物の多様化がさらに進
行する中で，今後，出現する新しい低品質骨材のコンクリートへの適用要請に対して応えるため
の道標を示すもので，資源の有効利用や環境保全につながる成果が得られた。また，開発したコ
ンクリートの一部は公共工事にも適用され 資源循環型社会の構築に貢献している。
